

　前回の中間報告でさまざまな資格をご紹介しました。今回はそれぞれの資格について、簡単に説明していきたいと思います。詳しいことは各団体のHPで確認して下さい。
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一定の研修ポイントを学会大会、

研修会参加などによって取得し、

資格試験を受験する。

一定の水準を満たした会員で、中級研修会に参

加することがき、また，年次大会の期間中会員か

らのケース相談を行うなど，学会の質的向上を担

う。

会員歴が引き続き5年以上で、本�

学会が主催する行動療法に関す

る研修を延ベ30時間以上受けて

いるなどの条件を満たし、資格認

定の審査を受ける。

「臨床動作法のめざすもの」「課題解決方法」な

ど、臨床動作法を一定のレベル以上で用いること

を目的とした、学会員の知識、技術の向上のため

の資格。

発達心理学において、諸問題を的確に把握し、そ

の問題を解決するための専門性をもち、その専門

性のために、発達の諸領域に関して深い理解と適

切な評価・支援技術をもつ者。

エゴグラムなどの交流分析療法に特化した資格

制度であり、その理論と実践が求められる（１級と

２級がある）。

大学院などで発達心理学につい

て学び、研究した者、または何年

か臨床経験のあるものが、審査を

受けて取得。

地方の協会支部が行う講習会や

セミナーに参加し、交流分析、カ

ウンセリング技法などを学び、認

定試験を受ける。
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http://www.jeca.gr.jp/

学生を対象とした資格で、取得すると教育カウン

セラーなど専門家に協力して経験を積むことがで

きる。家庭教師、ボランティアなどの活動で生かせ

る。経験、研修を経て、初級教育カウンセラーの

資格を取得できる。

加盟大学、短大、専門学校（加盟

校）の学生でピアヘルパー教育内

容を含む講義などの単位を取得

し（または取得見込み）、筆記試

験（マークシートと記述）を加盟校

にて受験する。

個人や集団の心理学的指導に努力している人び

との社会的地位を承認するための資格。所持す

ることによって、職場における活動が拡大され、多

くの人に承認されると思われる。

学会に入会し、２年が経過してい

る者で、心理学を学ぶ、または研

究論文を発表する、または応用

心理学に関係する専門職での経

験がある者が学会に申請すること

ができる。

健康の維持・増進,疾病予防,健康的な生活習慣の

形成をめざして,その実践に必要な知識と技術を�

備え,健康心理学を中心とした学際的視野から,真

の健康生活に貢献するために専門的活動をおこ

なう。

健康心理士、専門心理士、指導

心理士、の３種類あり、学会員で

あること、研究業績のあるものが

学会へ申請する。

http://www.waseda.ac.jp/conference/JAHP/fram

e.html


いくつか簡単に紹介しましたが、まだまだ様々な資格が存在します。興味を持った方は、ＨＰなどで調べてみることをおすすめします。どの資格もすぐに職業につながるものではありませんでした。また、資格を取得する条件、制度、その資格の生かし方は様々です。学会の会員になることが条件である資格も多いので注意して下さい。
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